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平成18年９月11日（月） 

                                       

（午後４時25分 再開）  そんな中で、午前中の答弁でありましたけ

ども、災害住宅、改良住宅を含めまして合

計928戸の建設がなされたわけであります。そ

んな中で、とりわけ昭和50年、1975年以前の

建築の住宅につきましては、木造ないし簡易

平屋建てということで特に老朽化が著しく、

そのため、防災面からの問題、また生活の問

題及び周辺の住宅環境とも比較しての美観上

の問題、いろいろな悪い状況があるわけであ

りまして、今の状態のままで放置しておくこ

とはできないのではないかと考えてます。大

変厳しい市の財政状況を鑑みて、基本的には

長期計画を立てていかなくちゃならん。抜本

的な対策を講じなくてはならんと考えており

ます。 

○議長（上田順康君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 この際、議長より申し上げます。本日の会

議時間は議事の都合により、あらかじめこれ

を延長します。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番８、11番 辻本君。 

〔11番（辻本 勉君）登壇〕 

○11番（辻本 勉君）ただ今、議長にお許し

をいただきましたので、一般質問を行います。

２点行います。 

 まず、本市の公営住宅についてであります

が、本日の冒頭で１番議員がされましたので、

私のほうもできるだけ簡潔にしたいと思いま

すし、答弁のほうも簡潔にお願いいたしたい

と思います。 

 よって以下の点についてお尋ねいたします。 

 公営住宅事業の基本的な考え方及びこれか

らの計画についてお尋ねしたい。建て替え・

改築・修繕・取り壊し等も含めましてお尋ね

をしたいと思います。 

 本市の公営住宅でありますけども、公営住

宅法は、私の生まれた年でありますけども、

昭和26年、1951年に施行されました。そのと

きにちょうど橋本市古佐田四丁目の井出の下

団地が建設をされました。ちなみに旧高野口

町では、小田の災害住宅が昭和25年に建設を

されておるんですけども、実質的な公営住宅

というのは、その26年の井出の下団地から始

まりました。特に昭和31年の東家のあたご

山、33年の野の城之内、35年からの下兵庫の

住宅、そして39年からの真土住宅、48年から

の原田住宅という形で、旧橋本市のほうはそ

ういう形で建設をされました。旧高野口町に

つきましては、39年の応其団地から始まりま

して、42年の西之島団地、46年からの名古曽

団地、同じく46年からの東明団地という形の

中で、30年代、40年代に多くの公営住宅が建

設をされました。 

 二つ目に、午前中は滞納の問題もありまし

たが、年間の家賃の収入総額と比較しまして、

維持管理費、修理費とか人件費も含めまして、

その総額をお尋ねしたい。収支のバランスに

ついてお尋ねしたいと、このように思います。 

 三つ目ですけども、政策空き家があるとい

うことなんですが、政策空き家の数は午前中

に聞きましたけども、その実態というんです

か、どこにどの場所にどれだけの政策空き家

があるんかということと、その管理について

どのようにされておるんかということについ

てお尋ねしたいと思います。 

 続きまして、二つ目であります。地方債、

俗にいう秋祭りなんですが、それと先ほども

市長のほうからありましたとおり、やっちょ
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ん祭に大変感動したということなんですが、

紀の国やっちょん祭の支援についてお尋ねし

たいと思います。 

 近年、岸和田のだんじり祭りの影響もあり

まして、本市においてもだんじりの買いかえ

とか新規購入が大変活発になりました。私の

地区でも平成３年ぐらいに新規で購入をいた

しました。妻地区も同じ年に購入をされまし

た。つい 近では清水のほうも購入されまし

たし、いろんなところ、橋谷もあります。市

脇のほうも買いかえたということで大変活発

になってきています。一番新しいところです

と御幸辻が購入されると。私のところの原田

につきましても来年度から新しいだんじりを

引いていくということでなっています。 

 そんな中で、宮入とか市内・地区内も含め

まして巡行をしておりますし、橋本駅前での

パレードについては、ここ何年かはずっと続

いておるわけでありますけども、ここ数年は

大変たくさんのだんじりが寄ってきまして、

大いに盛り上がっております。橋本駅前のほ

んまに大きなイベントの一つというんですか、

紀の川祭のときよりも橋本駅前がにぎやかか

なという気もいたしますし、本当に市民みん

なの秋の楽しみになっておるんではないかな

と。このだんじり、秋祭りにつきましては、

宗教行事という形の中で、若干市としてかか

わっていくのはどうかなという意見もあろう

かと思うんですけども、そういう宗教行事と

いうものではなしに、本当に市民の秋のだん

じりの祭りという観点からお考えいただきま

して、地域の人たちのコミュニケーション、

または地域間同士のコミュニケーションづく

りとして大きな役割を果たしておるんではな

いかなと思います。そして、少子化の問題も

ありましたけれども、とりわけ若者にとって

は年に一度の楽しみと言っても過言ではない

んかなと思います。若者の定着、地域の定住

化という観点からも大変意義があるのではな

かろうかなと思います。 

 そして、紀の国やっちょん祭も、これも大

きなイベントの一つであります。過日、私も

行かせていただきまして、見物させてもらっ

たんですけども、第10回の記念大会のファイ

ナルが橋本駅前で開催をされました。土日と

いうことで２日にわたって、ほかでも松源の

店頭とか、松源橋本店とか妙寺店、伏原店と

かもありますし、九度山の商店街へも行かれ

たようですし、ＪＲの高野口駅前とか南海の

林間田園都市駅前で開催をされまして、多く

の市民の方が見物をされたと思います。本年

につきましては23チームが参加をいたしまし

て、それぞれの場所で大勢の観衆が来られま

して、大変盛り上がったということで聞いて

おります。 

 この二つのイベントにつきましては、駅前

にとっては大きな行事になっています。駅前

再開発と中心市街地開発等が市の財政状況の

中でストップをいたしまして、大変駅前は暗

いというか、本当に落ち込んでおる状況であ

りますけども、この大きな二つのイベントに

よって、駅前が少しでも活性化をされておる

んじゃなかろうかなというように思いますし、

本当に駅前活性化にとっても欠かせないもの

でありますし、そんな中でみんなの力でやっ

ていってる祭りというんですか、行政に頼ら

ない自分たちで取り組んでおる祭り、やっち

ょんもそうですし、だんじりの駅前パレード

につきましても、みんなが力を合わせてやっ

ています。橋本市のだんじり協議会とか、や

っちょんの場合は、紀の国やっちょん振興会

というのもありますし、駅前には駅前一番計

画というグループもあります。その皆さんの

自主的な運営・働きについては、敬意を表し

たいと思います。 

 そんな中で、その自主的な活動を尊重しな
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がら、行政としてどういうふうにかかわって

いくんかということを考えていただきたいと。

橋本市は６月にはＨＥＲＡ－１グランプリが

あります。これはもう何回かやられてますし、

大きな補助金も出しております。夏には紀の

川祭もありますし、カッパ祭も同様にやられ

ております。そんな中で市としてどのように

かかわっていただきたいんかなということで、

ただ単に補助金を出してほしいというんでは

なしに、市のできること、財政的な援助だけ

ではなしに、いろんなＰＲ、市として橋本市

にはこういうものがあるんやということを他

の市町村に知らせていく、橋本市のよさを知

らせていくということは、大変大事ではなか

ろうかと思いますので、ＰＲ等のいろんな面

で本市の活性化のために努めるということで、

援助・支援をしていくべきではなかろうかと

思いますので、市としての考え方をお尋ねし

たいと思います。 

 １回目の質問を終わります。 

○議長（上田順康君）11番 辻本君の一般質

問に対する答弁を求めます。 

 市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）辻本議員の質問にお答

えをいたします。 

 収穫の秋を間近にして、市内各所で秋祭り

の準備大わらわでございます。私の地元の市

脇も、笛や太鼓の練習に毎晩励んでおられる

わけでございますが、議員おっしゃるように、

近年、地域でだんじりの新調やだんじり納庫

の新築がなされていることを承知いたしてご

ざいますが、市として地域の活性化を図るた

めに、だんじりなどの新調を行う際、宝くじ

助成制度の活用をいただくべく支援をしてい

るところであります。 

 一方、先日の９月２日、３日に行われた第10

回紀の国やっちょん祭は、伊都・橋本地域の

多くのボランティアの方々により支えられ、

地域を愛する心をやっちょん踊りにより表現

するやっちょん祭が盛大に行われました。こ

の祭りは、私は動く文化としても大変意義が

多いととらえておるわけでございますが、ち

ょうど10年目でございまして、元気祭り、踊

る人も元気、見る人も元気になるという大変

楽しいゆかいな立派な内容の濃い祭りでござ

います。 

 さて、その紀の川やっちょん祭に市長賞も

僣越ながらお渡しさせていただいたところで

あります。また、橋本市観光協会のホームペ

ージのイベント情報を、９月では本年９月２

日、３日の第10回紀の国やっちょん祭の案内

をしてございます。また、イベント情報10月

は、旧橋本市での各神社を中心とした秋祭り

や旧高野口町での駅前大通り歩行者天国とあ

わせて実施される高野口町秋祭りの案内をし

ております。平成18年度予算で、新市の観光

イベント案内冊子を作成する予定であり、こ

れらの祭りのＰＲに努めてまいりたいと考え

ております。 

 議員言われるとおり、祭りは住民の自主的

運営・活動であり、住民による地域の郷土意

識をより感じてもらえる場として、橋本市で

行われる祭りが一層盛り上がりを見せるよう、

市といたしましても側面より支援してまいり

たいと思います。ご理解のほどをお願い申し

上げます。 

 なお、残余の件につきましては、担当参与

よりお答えをいたします。 

○議長（上田順康君）建設部長。 

〔建設部長（坂本信良君）登壇〕 

○建設部長（坂本信良君）辻本議員のご質問

にお答えいたします。 

 １点目のご質問につきましては、住宅スト

ックの総合的な活用を図るため、住宅ストッ

ク総合活用計画を旧橋本市においては平成14
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年３月に、旧高野口町においては平成13年３

月にそれぞれ作成しております。今年３月の

合併に伴い、新市長期総合計画を作成する必

要がありますが、必然的に市営住宅ストック

総合活用計画の見直しも必要となり、計画作

成の中で建て替え・個別改善・維持保全・用

途廃止等の活用手法を検討しながら進めてま

いります。 

○議長（上田順康君）建設部長。 

○建設部長（坂本信良君）新市の長期総合計

画の中で、人口フレームが確定しますと、そ

れに伴いまして、今後の市営住宅の必要戸数

が算出されることとなります。その戸数によ

りまして、全体的な市営住宅の建て替え等の

計画を進めるわけでございますけれども、事

業スケジュールにつきましては、新市の長期

総合計画、今年発注してございますので、そ

の概ねの方向性が決まった段階におきまして、

ストック活用の作成見直し費用の補正計上を

させていただきながら作業にかかってまいり

たいと。具体的には早くとも来年の後期とい

うことになろうかと思います。 

 ２点目のご質問につきましては、年間の家

賃収入総額が、調定額１億6,059万2,400円、

収入済額１億340万 2,330円であり、収納

率64.39％となっております。維持管理費総額

については、人件費も含め7,853万2,908円で

ございます。収支バランスにつきましては、

家 賃 収 入 総 額 に 対 し て 維 持 管 理 総 額

は75.95％の費用を支出しております。 

○議長（上田順康君）11番 辻本君。 

○11番（辻本 勉君）長期計画がありまして、

人口フレーム等を鑑みて必要戸数の算出等を

しながら住宅の活用計画を出していくという

ことなんですが、ここで基本的に人口フレー

ムはともかく、公営住宅事業というものが、

今後も含めまして、本当に地方自治体がやる

べき時代であるのかどうか。これは住宅が少

ないということで、戦後人口が増えましたし、

結構急激に増えておる中で住宅開発がまださ

れてないときに公営住宅法ができまして、公

営住宅がどんどんできてきたといういきさつ

があるんですけども、今の時代に本当に公営

住宅事業が必要であるのかどうかということ

も、人口フレームとは関係なしに、市として

当然考えていくべきだと思うんですよ。そや

から、縮小するなり払い下げをするなり公営

住宅事業を廃止していくなり、いろんな部分

で考えることはあろうかと思うんです。市民

の自立という観点からいきましても、本当に

公営住宅事業が地方自治体でやっていくべき

事業であるんかどうかということも、長期計

画とは別に考えていくべきではないんかなと。

市の大きな長期計画の中で人口フレームが出

 ３点目のご質問につきましては、市内に９

団地、40戸の政策空き家があります。内訳は、

井出の下団地２戸、丸山公園団地２戸、胡麻

生団地１戸、あたご団地５戸、城之内団地９

戸、兵庫団地１戸、細川団地３戸、東明団地16

戸、向島災害住宅１戸であります。 

 政策家賃の管理につきましては、市営住宅

ストック活用計画作成の見直しを行うととも

に、団地の住環境にも配慮した管理を行って

まいります。 

○議長（上田順康君）11番 辻本君、再質問

ありますか。 

 11番 辻本君。 

○11番（辻本 勉君）今、答弁をいただいた

んですけども、１番の公営住宅についてとい

うことで、１番の①の基本的な計画というこ

となんですが、市営住宅ストック総合活用計

画の見直しを行うということなんですが、こ

の辺は見通しというんですか、いつまでにそ

の見直しをしていくんかというところについ

て、明確なご答弁をお願いしたいと思います

が。 
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てきたから、必要戸数を算出してどうのこう

のという問題でも僕はなかろうかと思うんで

す。その辺について建設部長のお考えをお願

いいたします。 

○議長（上田順康君）建設部長。 

○建設部長（坂本信良君）お答えをさせてい

ただきます。公営住宅の設置につきましては、

公営住宅法の第１条にそれぞれの目的が記載

されておるんですけれども、今、議員おただ

しの法律とは別に、市の将来的な公営住宅の

あり方についてのことだと思うんですけども、

市におきましても、住宅施策という意味合い

で今後どうあるべきかというものについて、

これは長期計画とも絡んでくるかと思うんで

すけども、長期総合計画での市の住宅施策の

あり方というものが議論されて、それから市

のストック活用の中で維持管理のあまり要ら

ないもの、例えば耐火構造物でＲＣで建設さ

れたようなもの、それは現在、維持保全とい

う形の中で位置づけされておりますけれども、

そういうもの以外、例えば耐用年数のたって

おります木造住宅だとか、簡易耐火平屋建て、

２階建て等の耐用年数のたっている団地につ

いてのあり方というのが議論されるべきであ

ろうなと。そういう議論がされた中で、市の

公営住宅が将来的にこうあるべきであろうと

いうものが出てきますと、私どもとしまして

も、現下としましては、その方向性に沿った

形での住宅施策が展開できるのではないかな

というふうに思っております。 

○議長（上田順康君）11番 辻本君。 

○11番（辻本 勉君）ありがとうございます。

その中で具体的な計画というのがまだという

ことなんですが、これは後で32番議員だった

と思うんですが、質問をされておるんですけ

ども、旧高野口町伏原1021の東明団地ですね。

これは昭和46年から49年に建てられまして、

現在105戸あろうかと思うんですが、このこと

についてお尋ねをしたいと思いますが、旧高

野口町のときに建て替え計画が出されておる。

これは先ほど答弁ありました住宅ストック総

合活用計画の高野口町版に記載されておるん

かどうか、私のほうでは把握してないんです

が、建て替えをされる予定だという話で進ん

でおったように聞いておりますし、実際建て

替え用地の購入をされておると思うんです。

そのことについて、合併をいたしましたし、

この住宅ストック総合計画も、合併に伴いま

して見直しをしていくんやということがあり

ますので、旧市町で計画を立てられましたス

トック総合活用計画とは若干異なってこよう

かと思うんですが、その件について基本的な

考え方をお尋ねいたします。 

○議長（上田順康君）建設部長。 

○建設部長（坂本信良君）旧高野口町で作成

されました住宅ストック総合活用計画の中で

は、東明団地につきましては、建て替え計画

という位置づけがなされてございまして、そ

れの用地にかかりますところにおきましては、

旧高野口町の土地開発公社において取得して

いるところでございます。これにつきまして

は、新市の開発公社のほうへ引き継ぎをなさ

れているように聞いております。 

 それで、東明団地の建て替えの計画でござ

いますけれども、現段階ではいつどういうふ

うに具体的に事業スケジュールを立てていく

のかというものについては議論がなされてお

りません。したがって、先ほど来から説明さ

せていただいておりますストック活用計画の

中で事業スケジュールも含め、また財源の裏

打ちも含めた中で、いつどのように建設され

ていくのかというものが定まってくるのでは

ないかなというふうに思っております。 

○議長（上田順康君）11番 辻本君。 

○11番（辻本 勉君）そのことにつきまして

は、また後で32番議員がゆっくりされると思
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いますので、その程度にとどめたいと思いま

すが、ただ単に建て替えをしていくんやとい

うんじゃなしに、長期的な公営住宅事業とい

うものにポイントを置いて、新しい新橋本市

の住宅ストック総合活用計画をぜひとも早急

に立ち上げていただきたい、つくっていただ

きたいと、このように考えておりますので、

よろしくお願いいたしたいと思います。 

 午前中の１番議員も言われておったんです

けども、民間借り上げというんですか、民間

アパートの状況がありまして、民間住宅の借

り上げとかも当然考えていかなくてはならん

時代に入っておるんかなという気もするんで

すが、行政の職員として、公営住宅の担当と

して、橋本市の民間アパートの状況というか、

当然、市営住宅を、弊社では営業しとるわけ

でありますけども、公営住宅の営業をしてお

れば、もう一方であります民間アパートの状

況、その辺をどのように把握しておるのか。

これは人口フレームの問題もありますけども、

将来の住宅事情から考えていきましても、当

然市営住宅の状況、公営住宅の状況はこうで

ある、そしたら現在の橋本市の民間アパート

の状況はどうであるという、その辺のデータ

収集というのが当然すべきではなかろうかな

と思うんですが、その辺についてお伺いした

いと思います。 

○議長（上田順康君）建設部長。 

○建設部長（坂本信良君）住宅ストック総合

活用計画の中で、公営住宅、これにつきまし

ては、現在の橋本市におきましては、勤労者

住宅が学文路にございますね。それから、県

の住宅を大きくは公営住宅という位置づけを

しているんですけれども、それに対しまして、

民営の借家というんですか、アパートという

んですか、そういうもの。それから給与住宅

ということで３パターンの賃貸住宅、そうい

うものをストック活用計画の中で調査をして

ございます。その調査に基づきまして、将来

あるべき姿というのも算出しているわけでご

ざいますけれども、平成12年度のデータを少

しご説明申し上げますと、公共賃貸住宅が642

戸、それから民営借家、これが1,918戸、それ

から給与住宅が184戸ということで、これは旧

橋本市だけの数字でございます。それぞれの

ストック活用計画は別々につくっております

ので、それぞれでデータ収集して必要戸数と

いうものを出してございます。それによりま

すと、先ほど数字だけでなくしてもう少し考

えるべきじゃないかなというお話があったん

ですが、戸数の推計といたしまして、目標年

次が平成23年度におきましては、現状から見

た戸数が約29戸の不足ということでデータが

出ておりますけれども、旧橋本市が作成され

たストック活用計画につきましては、人口が

まだ伸びている状況で作成してございます。

これを作成した後、一月ぐらい後ですか、市

の将来人口が見直しをされまして、５万数千

人という形になったかと思うんですけれども、

ですから、このデータ自身は信憑性が少しな

いんですが、この計画の中ではそういう数字

が出てございます。 

 以上でございます。 

○議長（上田順康君）11番 辻本君。 

○11番（辻本 勉君）古い資料があるようで

すけども、新しいデータがあるようでしたら、

資料の提出をできたらお願いいたしたいと思

うんです。なかったら結構でございます。そ

の辺も含めて十分ご検討をお願いいたしたい

と思います。 

 続いて２番目の年間の家賃収入総額と維持

管理費総額の収支バランスでありますけども、

現在のところ、収入総額のほうが上回ってお

るという感じですね。収支バランスはとれて

おるということなんですが、大変古くなって

きておりますので、修理・修繕とか改修等を
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やっていきますと、当然かなり費用がかかっ

てこようかと思うんです。今回も補正予算で

管理システムプログラムの修正が131万円ほ

どあるんですけども、修繕費ということで719

万3,000円上がっております。こういう形の中

で、年々その辺の金額が増えてこようかと思

いますんで、収支的にも大変厳しい状況に陥

ってこようかと考えますので、十分その辺を

考えながら、家賃の滞納の問題もありました

ので、それは午前中にやっておりますのであ

まり触れませんが、滞納をできるだけ少なく

する中で収納率を上げていくという中で収支

バランスをきちっととっていくということに

努力をお願いいたしたいと思います。これは

そういうことでしたいと思います。 

 三つ目の政策空き家の実態の件ですが、実

際何カ所か挙げていただきました。井出の下

なんていうのはたくさんあるんですけど、二

つしか空き家はないということなんですが、

この辺が周りに入っている残された方から見

ますと、大変環境が悪いといいますか、古く

なってきてほうりっ放し、周りに草がぼうぼ

うに生えてきとる。ほな、その管理をどない

するんなといったら、あるところの団地に聞

きますと、お年寄り、わしらがやっとんねや

と。わしらが見かねてやっているという状況

にあるんです。防災上も大変危険であります

し、その辺のほんまに政策空き家をどないし

てするんなと。政策空き家やったら実際は入

れないという状況の住宅だと思うんです。 

 そしたら、午前中もありましたけども、何

軒もあって、そのうちもう住んでいる人は少

ないと。そしたら、政策空き家がたくさんあ

るんであれば、もうそこの部分は完全につぶ

してしまうんやと。今現在、住んでおられる

方に新しいというか少しましな住宅にかわっ

ていただいて、そこはもう取り壊して更地に

するんやということにすればすかっとします

し、今後の住宅の事業の展開からいうても縮

小されていくという形になろうかと思うんで

すよ。そういう対応をぜひとも早くやってい

ただくことがいいんかなと。周りの人もほん

まに古い住宅に住んではる人は、結構年寄り

の方が多いんで、お年寄りの方だけしか住ん

でない。整理整とんは悪いし、あいたところ

がようけあって、もう周りの人がかなわんの

やと。はっきり言いまして、見た感じもかな

り悪いですわ。市内の住宅事情というのは結

構よくなってますね。新しい開発もされてま

すし、きれいな住宅がたくさん建っている中

で、そういう政策空き家がある。小さいとい

うか、井出の下なんか６軒になってますけど

も、二つ政策空き家があります。井出の下な

んてはっきり言わせていただいて、もう人が

住めるような状況にあるんかなと僕は思うん

ですよ。そやから、ほんまにそういう人は、

まず優先的に新しいところにかわっていただ

いて、そこをきれいにしはったら、周りの住

民も結構助かるというか、周り自体もかなり

きれいになりますんで、そういうことに当面

力を注いでいくというかな。 

 政策空き家はどこが一番多いんかな。城之

内が多いんですね。あたご山は５、城之内が

９、それとか下兵庫が案外少ないんですけど、

真土はないんですか。政策空き家、真土はあ

りますか。たしかあったと思うんですけども。

前にはあったような気がします。いくつある

んかな。その辺のところをもっときちっと整

理していったら、ほんまにその住宅で住んで

おられる方にも政策空き家があるんやという

ことを知らせてあげて、きちっと対応してい

くというか、そうでないと、わしが住んでい

るこの団地の中で、その辺にぼろぼろ空き家

があるやないかと。そうでしょう。それやの

に募集かけたらそないあらへんでということ

になってきますし、周りの環境から考えても、
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きちっと団地の住民にここのこの部屋につい

ては政策空き家でもう使用しませんよと。そ

して、維持管理については市が責任を持って

やりますよというような形の中で知らしめて

いくという方法もぜひともとっていただきた

いし、本当に５軒６軒という小さい団地があ

るわけですよ。高野口、小田とか向島とか、

災害住宅もこれは25年とか28年、30年に建て

とるんですけども、向島１軒が空き家なって

ますけども、ほんまにこの３戸がずっと 初

の災害のときかなんかに建てた人が住んでは

るんかどうかということを僕もはっきり把握

してないんですが、この辺についても当初の

目的とは変わってきとるんで、どないしてい

くんなということもはっきりしていかなあか

んと思うんですよ。 

 いっぺん政策空き家の件について、ご意見

を聞きたいんですが、答弁をお願いいたしま

す。 

○議長（上田順康君）建設部長。 

○建設部長（坂本信良君）住政策空き家の件

ですが、先ほど真土の件、質問があったわけ

でございますけれども、真土は現在政策空き

家はございません。 

 政策空き家に対する考え方でございますけ

れども、確かに議員おただしのように、非常

に経費はかかりますけれども、集約できれば

防災上、それから住宅管理上、経費が節減で

きると。また、周辺への環境の影響というん

ですか、その辺も少なくできるというのは十

分承知しているわけでございますけれども、

実際に当たったわけではございませんが、入

居者の方が果たして引っ越ししていただける

かどうかという大きな問題、それからもう一

点は、引っ越しをしていただく場合について

は、大きな問題といたしまして、借地借家法

に抵触するわけでございますけれども、許可

を受けて住宅を改修した場合については、一

定の補償をせないかんというものがひっかか

ってくるんではないかなというふうに思いま

す。したがって、全体をそのような整理をし

た場合に、果たして財源がどれくらい要るん

かなという試算をした中で、それぞれの入居

者の方々の意向も踏まえてやる必要があるん

ではないかなと。一度にできませんので、議

員言われる井出の下の住宅がどうなのかなと

いうような話もございますので、その点につ

きましては、今後検討いたしまして、財源が

許されれば処分をしていきたいというふうに

思っております。 

○議長（上田順康君）11番 辻本君。 

○11番（辻本 勉君）今、答弁いただきまし

たが、そういう気持ちで取り組んでいただけ

たらなと思うんです。きちっとそういうとこ

ろについては、入居者と議論していくという

か、話し合いをしていくというか、この辺ど

ないしょ、ここの住宅はもう古いしなという

ような話の中で、市として話を持ちかけてい

って前向きに取り組んでいくというか、そう

いう姿勢が大事かなと思うんです。それを十

分今後お願いした中で、基本的に僕は本当に

公営住宅事業については思い切った施策とい

うか、思い切ったことをやらんとだめやとい

う時代に来とるんかなと思いますんで、その

辺のご努力をお願いいたしたいと思いますん

で、よろしくお願いしときます。 

 続きまして、２番目の地方祭と紀の国やっ

ちょん祭の支援であります。 

 市長から答弁いただきましたとおり、私も

常に秋祭りとやっちょんは参加をさせていた

だいておるんですが、本当にすごい祭りとい

うか盛り上がってきとるんですね。ここ数年、

僕らが行かせてもうてからは10年以上になる

んですけど、14年目ぐらいになるんですが、

毎年毎年活発になっとるというか、観衆も増

えてますし、今年の秋祭りは駅前のバスのロ

－22－ 



ータリーのところも狭くなったんで、もう使

わんといかんと。だんじり協議会につきまし

ても、旧の橋本町といいますか、市脇、東家、

橋本、古佐田、原田、妻、北馬場とかずっと

参加をしとるし、駅前につきましては、胡麻

生、橋谷とか紀見、いろんな地域からも宵宮

についてはたくさん来ていただいてます。

年々増えるばっかしなんですよ。 

 そんな中でだんじり協議会が中心となって、

自主的な運営、これは各地域からいくらかず

つお金を出して、これも年々会費は上がって

きてます。昨日ぐらいから張りに回ってると

思うんですけども、すばらしいポスターもつ

くってますし、大変経費、金がかかってます

ので、各地域から会費を徴収しながらやって

おるんですけども、金銭的な問題は別としま

しても、だんじり祭りの活発なところという

のは、結構行政もいろんな面で協力をしてお

るというんですか、やっておるように思いま

す。祭りの垂れ幕なんかでも、よその町に行

ったらすごいですよ。橋本市はだんじり協議

会が中心となって、部分的なそれぞれの地域

の中でのぼりを上げたり垂れ幕をやってます

けど、全市的なものというのはないんですね。

そやから、もっとだんじり祭りというＰＲを

ぜひとも市民みんなに盛り上げてもらいたい

という意味もありますので、もう少し観光協

会だけではなしに、市内で盛り上がるような

そういう対策というか協力というか、支援を

ぜひともお願いいたしたいなと思うんです。 

 やっちょんもそうですし、やっちょんにつ

きましては市長賞ということで出ておるみた

いですが、単純に補助金を出してほしいとい

うわけでもないんです。何でもそうですけど、

補助金につきましては出せばええというもん

でもありませんので、その補助金がどのよう

に使われて、市民や市にとってどのようなプ

ラス効果があるんかということを検証してい

かないかんと思うんです。そんな中で本当に

市民みんなに盛り上がるようなものについて

は補助金を出していったり協力していくとい

うことをぜひともお願いいたしたいし、将来

的に、だんじり祭りは他市からもたくさんの

方が来られます。やっちょんにつきましても、

大阪からも来られますし、踊り連の中にも大

阪の方もありますし、五條市とか和歌山の方

もありますし、だんじりにつきましては泉南

のほうからも見に来られますし、岸和田から

も来られます。大阪の河内長野、あの辺から

も来られますし、大変橋本市のＰＲというか、

橋本市は元気のあるまちやなというイメージ

づくりには大変すばらしいと思いますんで、

ぜひとも何らかの形で全面的なバックアップ

をお願いいたしたいし、市長はやっちょんで

感動していただいてますんで、やっちょんに

行かれて、これはほっとかれへんなという感

じを持っておられると思いますんで、その辺

でもう一度市長のご答弁を聞きたいんですが。 

○議長（上田順康君）市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）秋祭りはだんじり協議

会でいろいろ取り組んでいただいて、もうな

んべんとなしに交通安全を中心に、そしてま

た市民総参加の祭りとして盛り上げていただ

くことは、本当にうれしく思ってございます。

ぜひとも成功するように、恐らく紀の川、吉

野川流域でこれだけのたんじりが新調された

り、みんな取り組んでいただいておるのは、

恐らく橋本市であろうと思っておるわけでご

ざいますが、岸和田のだんじりに次いで、次

は橋本市のだんじりやということで、大勢の

お客さん、観客が見ていただければ非常にあ

りがたいと思っておるわけでございますが。 

 さて、やっちょん祭でございますが、これ

は若い皆さんが中心になっていただいて、や

っちょん祭振興会ということでございますか、
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お取り組みをいただいておるわけで、私もも

う初めからというか、七、八回もずっと行か

せていただいて、内容はよくわかっておるわ

けでございますが、初めの間は５連から７連

ぐらいでしたかな。初めはちょっと少ないな、

こんなもんかなと思ったんですが、なかなか

今年なんかは、これはもう大したもんで23連、

そして和歌山市、大阪府、奈良県から11連、

そして伊都・橋本で12連ですか、12組という

んですか、それだけ出てしたら、これは世界

一まではいかんにしても大したもんやなと私

は思ってね。ほんで議長と市会議員の多くの

方も参加いただいて、お目にかかったのは、

岩田議員、辻本議員、上田議長と、そしてほ

かの方も高野口の駅前通りでとか伏原の松源、

そして三石台、そして橋本の東家の松源、こ

こらはだいたい５連から７連ほどが踊ってい

ただくような仕組みになっておって、橋本の

駅前は３時からですよ。終わるのは８時半で

すわ。夕飯抜きでずっと私らは見てましたけ

ども、上田議長は、これは3,000円以上の値打

ちがありますなと言いましたな。ほんで私も、

そらそうですなというて申し上げたんですが、

それは大したもんです。一番小さい方は４歳

半か５歳の方が鉢巻き締めて衣装をそろえて

ね。皆さんも見られたさかい詳しい言わんで

もいいと思うんですが、だいたい20代から40

代、中には50代の方も若うつくって立派に踊

られておる。すばらしい。本当にあれを見ま

したら百馬力出るぐらい元気。そして人づく

り。人も元気、まちも元気。あれが橋本市内

をくまなく歩いていただけたら大分ええのに

なと。真夏で暑うございましたから、それは

もう体がもたんと思うんです。 

 さて、市の考え方としては、なかなか財政

厳しい折から非常に心苦しいことになるんで

ございますけども、私は職員を中心に、もう

お金がないんで、物でいくこと、品物という

か、人で大勢出てもうて、今度は人だかり、

橋本の駅前、この間は2,000人台ですか、3,000

人ですか。今度は5,000人ぐらい、市の職員も

大勢おりますんで、人を大勢出させていただ

いて、ひとつ面目を立てたいなという気持ち

を持っておるわけでございますけども、本当

に内容の濃い、他の大阪なり奈良なり和歌山

から来られるということ。この方は橋本で一

服したりして晩におそおそ帰られるんですよ。

それが帰ったらまた口コミでどんどんと広げ

ていただけるんで、誘客の面で非常に意義が

大きいなと私は思っておるわけでございます

ので、これを本当にご苦労なさっておる振興

会の皆さんに心から感謝と御礼を申し上げて

おきたいと思います。また、橋本市として、

特別、市として今後どうしていくかというこ

とも、今後の課題に若干させていただけたら

と。それまでの間は人でひとつ賄わせていた

だくように、私も市民にも精いっぱいＰＲし

てまいりたいと思いますので、よろしくお願

いをいたしたいと思います。 

 あと補足が必要あったら、ひとつ理事のほ

うから補足をいただきたいと思います。 

○議長（上田順康君）理事。 

○理事（塚本 基君）市長の後でもう何も言

うことはございませんですけども、先ほど市

長が言われましたみたいに、あしたにでも補

助金の中身について一般質問がございますの

で、これをさらに補助金を増やすというふう

なことになりますと、また行革担当の者から

しますと非常に苦しい立場でございます。た

だ、市長が言われましたみたいに、お金がな

いので人で賄いさせてもらうというふうなこ

とでございますので、私も市長のご意向に沿

うような形でさせていただきたいというふう

に思います。 

 ただ、だんじりにつきましても、やっちょ

んにつきましても、 終的にやっちょんにつ
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きましては全国的な広がりをもって進めてい

きたいというふうに聞かせていただいており

ますので、直接 初から補助金ということに

なりますと、いろいろ議論もあろうかと思い

ますので、役所として一時的にでもできるよ

うな話、乗れるような話というか、協力でき

るような話がありましたら、そこら辺で話に

乗せていただいたらなというふうに思ってお

ります。ただ、何分行革担当でございますの

で、補助金につきましては非常に苦労してお

りますので、そこら辺もご理解のほどよろし

くお願いしたいというふうに思います。 

○議長（上田順康君）11番 辻本君。 

○11番（辻本 勉君）市長と理事と大変あり

がとうございました。人でこらえてくれとい

うことで大変不満足ですけども、人も物もお

金も要りますんで、補助金も削るところは削

って出すべきところは出していくという検証

を十分していただきまして、市長が十分この

秋祭りとやっちょんについてはご理解をして

いただいてますので、そういうところには適

正な補助金をつけていくというところ、要ら

ないところは削っていくという思い切った市

長の判断をぜひともお願いいたしたいと思い

ます。 

 ありがとうございました。これで終わりま

す。 

○議長（上田順康君）これをもって、11番 辻

本君の一般質問は終わりました。 
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